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僻
案
抄
古
筆
切
管
見
（
続
）

―
―
伝
二
条
為
道
筆
切
・
伝
藤
原
定
家
筆
切
―
―

日
比
野　

浩　

信

　

管
見
に
入
っ
た
僻
案
抄
の
古
筆
切
の
う
ち
、
前
稿
で
伝
阿
仏
尼
筆
鯉
切
に
つ
い
て
述
べ（

１
）た

。
本
稿
で
は
、
伝
二
条
為
道
筆
切
・
伝
藤
原
定
家

筆
切
に
つ
い
て
略
述
し
た
い
。

　

基
本
的
に
は
前
稿
同
様
、
紹
介
も
兼
ね
て
若
干
の
検
討
を
加
え
、
今
後
の
再
検
討
に
資
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
、
新
出
の
断
簡
に
は
、
同

種
の
断
簡
の
合
計
枚
数
を
示
す
た
め
に
、
海
野
圭
介
氏
紹（

２
）介

の
断
簡
番
号
に
続
く
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
本
文
の
比
較
に
は
、
主
と
し
て
日

本
歌
学
大
系
所
収
本
（
志
香
須
賀
本
と
呼
称
。
以
下
同
）
を
用
い
た
が
、他
に
も
一
類
本
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
（
歴
博
本
）・

天
理
大
学
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
本
（
天
理
本
）、
二
類
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
家
旧
蔵
本
（
書
陵
部
本
）・
國
學
院
大
學
付
属
図
書
館

蔵
伝
二
条
為
重
筆
本
（
國
學
院
本
）・
刊
年
不
明
版
本
（
版
本
）・
群
書
類
従
本
（
類
従
本
）、三
類
本
は
斯
道
文
庫
蔵
為
兼
奥
書
本
（
斯
道
文
庫
本
）、

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
中
院
文
庫
長
享
元
年
仙
源
筆
本
（
京
大
本
）
を
も
参（

３
）照

し
た
。

　

な
お
、
各
断
簡
の
本
文
掲
出
に
際
し
て
、（　

）
内
に
施
注
歌
の
集
名
と
歌
番
号
を
示
し
た
。
断
簡
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
は
図
版

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
記
載
し
た
が
、
本
稿
で
は
ツ
レ
の
検
討
に
必
要
と
な
る
都
合
上
、
各
断
簡
の
説
明
の
中
で
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
で
扱
っ
た
断
簡
も
、
一
々
明
記
し
な
い
が
、
全
て
個
人
の
所
蔵
に
掛
か
る
断
簡
で
あ
る
。
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ｂ
伝
二
条
為
道
筆　
六
半
切

　

早
く
久
曽
神
昇
氏
に
「
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
思
わ
れ
る
も
の
は
天
理
図
書
館
蔵
本
の
他
に
は
伝
二
条
為
道
筆
（
又
は
伝
定
家
自
筆
）
六
半
切

が
管
見
に
触
れ
た
の
み
で
伝
京
極
為
兼
筆
本
、
伝
頓
阿
筆
本
は
存
否
不
明
で
あ
る
。」
と
の
言
及
が
あ（

４
）り

、
伝
二
条
為
道
筆
切
と
次
掲
伝
藤
原
定

家
筆
切
は
ツ
レ
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
筆
学
大
成
で
は
、
伝
二
条
為
道
筆
切
・
伝
藤
原
定
家
筆
切
を
そ
れ
ぞ
れ
別
種

と
し
、
更
に
類
似
し
た
筆
者
未
詳
六
半
切
を
別
掲
す
る
。
海
野
氏
も
、「
聊
か
書
風
を
異
に
す
る
」
こ
と
、
共
に
二
類
本
で
あ
り
な
が
ら
伝
為
道

筆
切
と
伝
定
家
筆
切
と
で
は
、
校
合
の
様
相
が
異
な
る
こ
と
、
筆
者
未
詳
切
の
「
筆
致
の
弱
さ
と
も
た
つ
く
よ
う
な
印
象
」
か
ら
、
や
は
り
三

種
を
別
種
と
し
て
掲
出
し
て
お
ら
れ
る
。
稿
者
も
伝
二
条
為
道
筆
切
に
つ
い
て
触
れ（

５
）た

こ
と
が
あ
る
が
、
全
て
定
家
様
で
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の

一
面
十
行
の
六
半
切
、
字
高
も
共
に
和
歌
一
四
セ
ン
チ
内
外
、
釈
文
一
二
・
五
セ
ン
チ
内
外
で
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
本
文
も
全
て

二
類
本
に
近
い
傾
向
を
持
つ
。
何
よ
り
料
紙
下
部
の
一
角
に
焼
失
と
思
わ
れ
る
料
紙
の
欠
損
が
あ
る
と
い
っ
た
物
理
的
な
共
通
点
が
あ
る
、
な

ど
の
点
か
ら
、
ツ
レ
の
可
能
性
の
指
摘
に
留
め
た
が
、
偶
々
類
似
の
三
種
が
存
し
、
そ
れ
ら
が
一
括
保
管
さ
れ
て
料
紙
下
部
に
破
損
が
生
じ
た

と
は
考
え
難
く
、
今
な
お
、
や
は
り
ツ
レ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
回
は
、
海
野
氏
の
ご
紹
介
の
増
補
を
目
論
む

と
こ
ろ
も
あ
り
、
通
し
番
号
に
よ
る
残
存
数
の
明
確
化
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

伝
二
条
為
道
筆
六
半
切
は
、
版
行
さ
れ
た
新
撰
古
筆
名
葉
集
な
ど
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
記
載
は
な
い
が
、
写
本
で
伝
わ
る
古
筆
切
目
安
の

為
道
の
項
に
「
六
半
切　

僻
案
抄
」、
類
葉
集
に
「
六
半　

僻
案
抄
ノ
切
」
と
記（

６
）載

さ
れ
て
い
る
。

　

海
野
氏
に
よ
っ
て
六
葉
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
４
久
曽
神
昇
氏
蔵
（
現
・
個
人
蔵
）
の
断
簡
は
、
こ
れ
ま
で
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
、
写
真
で
紹
介
し
て
お
く
（
後
掲
）。
さ
て
、
改
め
て
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
二
葉
。
ま
ず
は
、
本
文
を
掲
出
し
て
お
く
。
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７
個
人
蔵
（
後
撰
集
一
〇
八
二
・
一
〇
八
三
・
一
〇
八
九
・
一
一
〇
五
）

　
　
　

雖
非
此
哥
事
依
聞
及
注
之

　
　

か
き
り
な
き
思
ひ
の
つ
な
の
な
く
は
こ
そ

　
　

ま
さ
木
の
か
つ
ら
よ
り
も
な
や
ま
め

　
　
　

お
も
ひ
の
綱
思
緒
愁
緒
別
緒
心
緒

　
　
　

な
と
い
ふ
事
の
心
歟

　
　

は
ち
す
は
の
は
ひ
に
そ
人
は
思
ら
む

　
　

世
に
は
こ
ひ
ち
の
な
か
に
お
ひ
つ
ゝ

　
　
　

こ
れ
は
蓮
の
は
ひ
と
い
ふ
物
也

　
　

あ
け
て
た
に
な
に
ゝ
か
は
せ
む
み
つ
の
江
の

　
　

う
ら
し
ま
の
こ
を
思
や
り
つ
ゝ

８
個
人
蔵
切
（
後
撰
集
一
一
三
三
）

　
　

み
こ
し
を
か
い
く
そ
の
世
ゝ
に
年
を
へ
て       

　
　

け
ふ
の
み
ゆ
き
を
ま
ち
て
み
つ
ら
ん

　
　
　

北
野
に
み
こ
し
を
か
と
い
ふ
を
か
あ
り

　
　
　

延
喜
十
七
年
閏
十
月
十
七
日
行
幸

　
　
　

北
野
于
時
批
杷
大
臣
中
納
言
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断
簡
７
は
縦
一
五
・
八
×
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
、
一
面
分
の
十
行
で
、
左
下
部
に
当
該
断
簡
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
料
紙
の
欠
損
が
あ
る
。

極
め
札
な
ど
は
な
く
、
正
し
く
は
為
道
と
定
家
の
い
ず
れ
を
伝
称
筆
者
と
し
て
伝
存
し
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
為
道
は
、
定
家
様
を
よ

く
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
定
家
様
で
書
か
れ
た
筆
跡
が
定
家
筆
と
極
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
稿
者
は
先
述
の

通
り
、
両
者
を
ツ
レ
と
考
え
て
お
り
、
古
筆
切
目
安
や
類
葉
集
で
は
為
道
の
項
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
伝
二
条
為
道
筆
切
と
し
て
、

こ
こ
に
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
断
簡
８
は
、
縦
一
五
・
一
×
横
一
一
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
七
・
二
セ
ン
チ
の
本
紙
に
四
・
七
セ
ン
チ
の

雲
紙
料
紙
が
呼
継
ぎ
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
は
元
来
の
半
分
、
五
行
の
み
が
残
る
が
、
料
紙
下
部
の
欠
損
は
み
ら
れ
な
い
。

　

断
簡
７
の
六
行
目
「
は
ひ
（
下
・
上
）」、
断
簡
８
の
一
行
目
「
み
こ
し
を
か
（
上
・
上
・
上
・
上
・
下
）」
に
朱
の
声
点
を
施
す
。

　

海
野
氏
に
よ
っ
て
二
類
本
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
新
出
二
葉
に
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は
な
い
。
敢
え
て
示
せ
ば
、
三

行
目
「
…
…
あ
り
」
が
、
一
類
本
の
歴
博
本
・
天
理
本
で
は
「
…
…
あ
り
け
り
」
と
あ
り
、
二
類
本
的
な
傾
向
と
い
え
よ
う
か
。
し
か
し
、
五

行
目
「
于
時
」
の
位
置
が
、
一
類
本
で
は
当
該
切
と
同
じ
く
「
北
野
于
時
批
杷
大
臣
中
納
言
」
と
あ
る
が
、
二
類
本
で
は
「
北
野
批
杷
大
臣
于

時
中
納
言
」
の
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
一
類
本
の
う
ち
歴
博
本
で
は
、
断
簡
７
の
六
行
目
「
は
ち
す
は
の
…
…
」
の
歌
の
前
に
、
後
撰
集
一
〇

七
六
番
の
歌
「
お
き
な
さ
び
…
…
」
と
そ
の
釈
文
が
あ
る
が
、
然
る
べ
き
位
置
へ
の
挿
入
記
号
が
あ
り
、
系
統
分
類
の
基
準
と
な
る
も
の
で
は

な
い
。
些
細
な
部
分
に
よ
る
判
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
今
後
も
、
古
筆
切
の
本
文
を
も
加
味
し
た
分
類
を
再
構
築
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

　

一
点
、
付
記
し
て
お
き
た
い
。
新
出
の
断
簡
７
の
「
は
ひ
」
に
施
さ
れ
た
声
点
は
、
内
部
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
な
い
丸
印
（
○
）
で
あ
り
、

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
丸
点
（
●
）
で
は
な
い
。
伝
二
条
為
道
筆
切
に
は
、
他
に
同
様
の
丸
印
（
○
）
は
な
い
。
ま
た
、
伝
藤
原
定
家
筆
切
で
は
、

後
掲
模
写
切
以
外
に
は
朱
の
声
点
を
持
つ
断
簡
に
は
嘱
目
し
て
い
な
い
。
も
し
、
伝
為
道
筆
切
が
丸
点
（
●
）、
伝
為
家
筆
切
が
丸
印
（
○
）
を

以
て
声
点
を
付
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
断
簡
7
の
丸
印
二
点
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
形
状
に
見

え
る
。
あ
る
い
は
、
竹
ひ
ご
や
菅
を
用
い
て
の
朱
墨
の
付
き
具
合
の
違
い
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
伝
定
家
筆
と
し
て
極
め
ら

れ
た
、
声
点
を
有
す
る
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
俟
ち
、
観
察
の
上
で
判
断
し
た
い
。
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伝
二
条
為
道
筆　

断
簡
７　

声
点 

参
考　

伝
藤
原
定
家
筆
切  

断
簡
２   

挿
入
記
号

伝
二
条
為
道
筆　

断
簡
６　

声
点

参
考　

伝
藤
原
定
家
筆
切
（
模
写
切
）
断
簡
３　

声
点

伝
二
条
為
道
筆　

断
簡
８　

声
点
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ｃ
伝
藤
原
定
家
筆 

六
半
切

　

古
筆
家
秘
書
に
「
僻
案
抄
切　

四
半　

雲
紙
」、
古
筆
切
目
安
に
「
雲
紙
四
半
切　

僻
案
抄　

上
」、
新
撰
古
筆
名
葉
集
に
「
僻
案
抄
切　

四

半
雲
紙
」、
類
葉
集
に
「
雲
紙
四
半
切　

僻
案
抄　

一
説
ニ
佐
久
間
切
ト
云
」
と
い
っ
た
僻
案
抄
の
断
簡
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定

家
の
項
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
全
て
共
通
し
て
「
四
半
」「
雲
紙
」
で
あ
り
、
素
紙
で
六
半
形
の
掲
出
断
簡
と
は
大
き
さ
も
料
紙
も
異
な
り
、
別
切

で
あ
る
。
掲
出
の
伝
藤
原
定
家
筆
六
半
切
は
、
著
者
定
家
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、
定
家
の
自
筆
で
は
な
い
。
鎌
倉
後
期
の
書
写
に
か
か
り
、

も
と
は
六
半
形
の
冊
子
本
で
、
一
面
十
行
書
。
先
述
の
通
り
、
前
掲
ｂ
伝
二
条
為
道
筆
六
半
切
の
ツ
レ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
海
野
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
二
葉
の
う
ち
、
２
久
曽
神
昇
氏
蔵
（
現
・
個
人
蔵
）
の
断
簡
も
、
従
来
図
版
は
未
掲
載
で
あ
り
、
写
真
で
紹
介
し
て
お
く
（
後
掲
）。

そ
の
本
文
は
二
類
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
新
た
に
管
見
に
入
っ
た
伝
藤
原
定
家
筆
六
半
切
は
な
い
。
が
、
そ
の
模
写
切
と
思
わ
れ
る
も
の
が

確
認
で
き
た
。
大
き
さ
も
一
六
・
八
×
一
六
・
五
セ
ン
チ
と
、
縦
横
共
に
大
き
く
異
な
り
、
字
高
も
和
歌
一
四
・
五
セ
ン
チ
弱
、
釈
文
一
三
セ

ン
チ
内
外
と
、
や
は
り
少
々
高
い
。
文
字
も
大
振
り
で
精
確
で
は
な
い
が
、
書
式
は
類
似
し
、
伝
定
家
筆
切
の
定
家
様
を
模
し
た
字
体
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
五
行
目
歌
中
の
「
さ
ら
ぬ
（
上
・
上
・
上
）」、
九
行
目
釈
文
中
の
「
さ
ら
ぬ
（
下
・
下
・
上
）」
に
朱
の
声
点
が
あ
る
が
、

歌
中
の
声
点
は
天
理
本
に
付
さ
れ
た
声
点
と
一
致
し
て
お
り
、
歴
博
本
で
も
歌
中
の
「
さ
ら
（
上
・
上
）」
に
は
声
点
が
あ
る
。
た
だ
、
釈
文
中

の
声
点
に
つ
い
て
は
、
参
照
し
た
伝
本
の
中
に
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
疑
問
は
あ
る
も
の
の
、「
贋
物
」
と
し
て
は
、
む
し
ろ
出
来

が
悪
い
。
取
り
敢
え
ず
は
悪
意
の
な
い
模
写
と
考
え
、
検
討
の
対
象
と
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
本
文
は
以
下
の
通
り
。

３
個
人
蔵
模
写
切
（
古
今
集
八
七
四
・
九
〇
〇
）

　
　
　

哥
に
は
た
ま
た
れ
と
て
か
め
に
よ
み

　
　
　

つ
ゝ
け
る
事
こ
の
哥
の
外
に
な
し
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た
ま
た
れ
の
み
す
と
の
み
よ
め
り
か

　
　
　

の
風
俗
の
哥
に
つ
き
て
よ
め
る
に
こ
そ

　
　

お
い
ぬ
れ
は
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
あ
り
と
い
へ
は

　
　

い
よ
〳
〵
み
ま
く
ほ
し
き
君
か
な

　
　
　

さ
ら
ぬ
わ
か
れ
は
不
去
わ
か
れ
也
の
か

　
　
　

れ
ぬ
よ
し
也
む
け
に
心
え
ぬ
人
は

　
　
　

さ
ら
ぬ
わ
か
れ
と
よ
み
な
し
き

模
写
断
簡

一
類

二
類

た
ま
た
れ
の
み
す
と
の
み
よ
め
り

か
の
風
俗
の
哥
に
つ
き
て
よ
め
る

に
こ
そ

た
ま
た
れ
の
み
す
と
の
み
よ
め
り

か
の
風
俗
の
哥
に
つ
き
て
よ
め
る

に
こ
そ　
　
（
天
理
本
） 

た
ま
た
れ
の
み
す
と
の
み
よ
め
れ
は

先
人
か
め
の
た
ま
た
る
ゝ
事
に
く
し

た
ゝ
玉
た
れ
の
鈎
と
い
は
む
と
て
こ

か
め
と
よ
め
る
に
て
あ
り
な
ん
と
申

さ
れ
し
か
と
そ
れ
も
髣
髴
也
風
俗
哥

に
つ
き
て
よ
め
る
に
こ
そ

　
　
（
書
陵
部
本
）

　

三
行
目
か
ら
四
行
目
に
掛
け
て
は
、
大
き
く
異
同
が
あ
る
。
一
類
本
の
う
ち
、
歴
博
本
で
は
「
た
ま
た
れ
の
み
す
と
の
み
よ
めリ

」
の
よ
う
に
、

「
り
」
を
傍
書
し
、
こ
れ
に
続
く
四
行
半
ほ
ど
の
行
を
墨
消
し
し
て
い
る
。「
よ
め
れ
ば
先
人
の
…
…
」
と
続
く
一
文
を
「
…
…
よ
め
り
」
の
形

に
文
末
を
締
め
く
く
り
、「
れ
は
先
人
の
～
そ
れ
も
髣
髴
也
」を
消
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
事
が
推
察
さ
れ
る
。
三
類
本
も
二
類
本
と
同
様
に
あ
る
が
、

こ
の
箇
所
だ
け
を
み
る
に
、
当
該
断
簡
は
一
類
本
と
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
文
へ
の
墨
消
し
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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こ
の
箇
所
は
、「
れ
は
先
人
の
・
・
・
髣
髴
也
」
を
付
加
し
た
増
補
的
改
訂
で
は
な
く
、
こ
れ
を
消
去
し
た
削
除
的
改
訂
で
あ
り
、
二
類
本
の
本

文
か
ら
一
類
本
の
本
文
へ
と
変
遷
し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
佐
々
木
孝
浩
氏
の
い
う
「
定
家
自
筆
本
の
範
疇
で
は
、
二

類
本
の
ほ
う
が
祖
形
で
、
こ
れ
が
改
訂
さ
れ
て
一
類
本
が
成
立
し
た
」「
二
類
本
の
ほ
う
が
初
稿
本
で
一
類
本
が
改
稿
本
で
あ（

７
）る

」
と
す
る
方
向

性
が
蓋
然
性
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
歴
博
本
が
二
類
本
か
ら
の
改
訂
が
反
映
さ
れ
た
一
類
本
と
し
て
の
本
文
を
有
し
て
い
る
以
上
、

こ
れ
と
一
致
す
る
当
該
断
簡
を
二
類
本
と
同
定
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
が
断
簡
故
の
一
面
性
な
の
か
、
模
写
切
故
に
本
来
の

本
文
を
伝
え
得
て
い
な
い
の
か
な
ど
も
問
題
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
欠
損
の
一
致
と
い
う
物
理
的
要
因
を
以
て
伝
二
条
為
道
筆
切
と
ツ

レ
と
し
て
考
え
て
は
き
た
が
、
朱
点
の
問
題
も
あ
り
、
こ
う
し
た
本
文
の
問
題
も
あ
る
。
当
該
伝
藤
原
定
家
筆
切
・
伝
二
条
為
道
筆
切
と
も
、

よ
り
多
く
の
ツ
レ
の
収
集
・
検
討
を
俟
ち
た
い
。

　

以
上
、
僻
案
抄
の
古
筆
切
の
う
ち
、
伝
二
条
為
道
筆
切
・
伝
藤
原
定
家
筆
切
の
、
模
写
切
を
含
め
て
三
葉
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

こ
れ
ま
で
稿
者
と
し
て
は
、
特
に
下
部
欠
損
と
い
う
物
理
的
な
根
拠
か
ら
ツ
レ
と
考
え
て
き
た
両
者
で
あ
る
が
、
声
点
の
付
し
方
に
違
い
の

あ
る
断
簡
が
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
文
的
に
も
、
決
定
的
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
た
と
言
え
る
。

　

古
筆
切
を
資
料
と
し
た
検
討
は
、勢
い
中
間
報
告
の
域
を
出
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、僻
案
抄
に
つ
い
て
も
同
様
、今
後
の
ツ
レ
の
新
出
を
俟
っ

て
の
再
確
認
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
他
に
も
僻
案
抄
の
古
筆
切
と
し
て
は
伝
頓
阿
筆
切
・
伝
寿
暁
筆
切
・
伝
憲
淳
筆
切
な
ど
が
管
見
に
入
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、

別
機
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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（
１
）「
僻
案
抄
古
筆
切
管
見
―
伝
阿
仏
尼
筆
鯉
切
―
（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文　

45
』　

令
和
四
年
三
月
）

（
２
）
海
野
圭
介
氏
「『
僻
案
抄
』
古
筆
資
料
の
検
討
」（『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集　

第
三
集
』
平
成
十
三
年　

和
泉
書
院
）。
以
下
、
海
野
氏
説
は
同

論
に
拠
る
。

（
３
）
天
理
本
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
時
代
歌
論
集
』
解
題
（
昭
和
五
十
二
年　

八
木
書
店
）、
歴
博
本
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典

籍
叢
書　

文
学
篇　

第
十
五
巻
〈
歌
学
書
四
〉（
平
成
十
四
年　

臨
川
書
店
）、書
陵
部
本
と
斯
道
文
庫
本
は
古
今
集
注
釈
書
影
印
叢
刊
１
『
僻
案
抄
』

（
平
成
二
十
年　

勉
誠
出
版
）
に
よ
り
、
國
學
院
本
・
京
大
本
は
、
各
大
学
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

（
４
）
注
（
３
）『
平
安
時
代
歌
論
集
』
解
題
。
な
お
、
日
本
歌
学
大
系
の
解
題
に
も
同
一
の
文
言
が
あ
る
。

（
５
）
田
中
登
氏
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
一
集
』（
平
成
十
二
年　

思
文
閣
出
版
）

（
６
）
類
葉
集
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
を
持
つ
古
筆
切
名
物
（
武
田
則
夫
氏
「
翻
刻
古
筆
切
名
物
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

235
』
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
）
に
よ

る
）
で
は
「
六
半　

僻
案
抄
之
切
」
に
加
え
て
「
一
説
ニ
佐
和
山
切
ト
云
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
一
般
に
「
佐
和
山
切
」
と
い
え
ば
、
伝
二
条

為
雄
筆
の
古
今
集
の
断
簡
が
あ
る
が
、
類
葉
集
・
古
筆
切
名
物
と
も
に
、
為
雄
の
項
の
古
今
集
切
に
「
佐
和
山
切
」
と
い
う
固
有
名
は
与
え
ら
れ

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
と
も
に
為
雄
（
こ
の
古
今
集
切
一
種
の
み
を
掲
出
）
の
す
ぐ
後
、
為
貫
の
項
の
筆
頭
に
は
「
四
半　

僻
案
抄
九
行
」
と
い

う
記
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
全
く
別
の
箇
所
で
は
あ
る
が
、
定
家
の
項
に
は
「
雲
紙
四
半
切　

僻
案
抄　

一
説
ニ
佐
久
間
切
ト
云
」
と
い
う
記
述
も

あ
る
。
同
じ
僻
案
抄
の
関
す
る
記
述
で
近
接
・
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
誤
り
な
ど
を
生
じ
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
関
連
は
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
、
伝
定
家
筆
の
「
四
半
雲
紙
切
」
も
伝
為
貫
筆
の
「
四
半
」
切
も
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
別
稿
で
掲
出
予
定
の
僻
案
抄
切

の
中
に
は
、
伝
称
筆
者
を
異
に
す
る
も
の
の
四
半
九
行
の
断
簡
も
あ
り
、
異
伝
な
ど
の
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
７
）
注
（
３
）『
僻
案
抄
』
解
題
。
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ｂ
伝
二
条
為
道
筆　

六
半
切　

４
久
曽
神
昇
氏
旧
蔵
切
（
一
五
・
四
×
一
三
・
八
）
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同　

７
個
人
蔵
（
一
五
・
八
×
一
五
・
六
）
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同　

８
個
人
蔵
（
一
五
・
一
×
一
一
・
九
）
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ｃ
伝
藤
原
定
家
筆
切　

六
半
切　

２
久
曽
神
昇
氏
旧
蔵
（
現
個
人
蔵
）
切
（
一
五
・
六
×
一
五
・
六
）
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同　

３
個
人
蔵　

模
写
切
（
一
六
・
五
×
一
七
・
七
）




